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ようこそ 
 
USBPre2 コンピュータオーディオインターフェースのお買い上げありがとうございます。 このクィックガ
イドは、USBPre2 を使い始めるにあたって必要となる最初のステップを紹介します。  
 
つぎの表は製品ボックスに同梱されるアイテムのリストです。  

 

数 アイテム 

1 USBPre2 本体 

1 USB A 対 USB B ケーブル (2m) 

4 ゴム脚 (底面取付用) 

1 レジストレーションカード 

1 クィックスタートガイド 

 
商品を受取ったら、すべての内容物を箱から取り出して、欠品や損傷がないかを確認してください。 
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Read and Register… 
 
Sound Devicesは、御購入いただいた製品を登録していただくことを推奨いたします。 
 
すべての製品の詳細な説明、仕様、安全のための情報については、Sound Devices社 Webサイトに
ある製品のユーザーガイドを参照ください。 
 
QR コードかそれぞれのリンクを使用して Web サイトへアクセスし、ガイドをダウンロードしていただけま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この製品の使用は、オンライン・ユーザーガイドの中のエンド・ユーザーライセンスアグリーメント
（EULA）の対象となります。 
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1. USBPre2の接続 
 
USBPre2 を接続する前に、オーディオを使用するすべてのアプリケーションを終了します。USBPre2
が接続されるときに、コンピュータ上で起動しているアプリケーションがあると、リスタートするまで
USBPre2 をそのアプリケーションは認識できないかもしれません。 
 
USBPre2 を接続するには： 
 
1. 製品に付属する USBケーブルの A コネクターを、コンピュータの USB-Aポートに接続します。 

 
2. 製品に付属する USBケーブルの B コネクターを USBPre2の USB-Bポートに接続します。 

 
USBPre2 のメーターLED が連続的に点灯し、USBPre2 の接続と正しくブートしたことを知らせま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. オペレーティングシステムが USBPre2 を正しく認識し、デフォルトサウンドカードとして USBPre2
が指定されているかを確認します。 
 

 
 
 
Mac OS 
 
OS X 10.5 より古いシステムがインストールされたコンピュータに USBPre2を接続するとき、Input 1 ソ
ースセレクトボタンを押しながら USB ケーブルを USBPre2 に挿入してください。 これにより、USBPre2
は、OS X 10.5 より古いシステムで要求される USB フルスピードモードで初期化されます。 
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Windows OS 
 
USBPre2はオーディオデバイスクラス USB標準周辺機器です。 Windowsにおいて USBPre2を運用
するために専用ドライバーソフトウェアは必要ありません。 USBPre2 が初めて接続されると、Windows
は USB Audio Device Class ドライバーを自動的にインストールします。 
 
異なるオペレーティングシステムと、Windows コンピュータでハイサンプルレートを有効にする ASIO
のようなドライバーに関する情報は、USBPre2 ユーザーガイドを参照ください。 

 
 
 
Linux OS 
 
USBPre2を Linux上で利用するために専用ドライバーソフトウェアは必要ありません。USBPre2が初め
て接続されると、Linuxは標準 USB Audio Device Class ドライバーを自動的にインストールします。 
 
現在の Linux オーディオドライバーは、”Full speed”で USB オーディオ装置をサポートするだけです。
必ず Input 1 ソース選択ボタンを押しながら、USBケーブルを USBPre2に接続して、Full Speedモー
ドで動作させてください。 
 
 

2. オーディオソースの接続 
 
USBPre2 の左側面には、ローインピーダンスのマイクロフォンレベル入力用のアク
ティブ・バランス XLR-3F コネクターが２つあります。 
 
 
オーディオソースを接続するには： 
 
 標準 XLRケーブルを使用して、マイクロフォンレベルのアナログソースをMIC 

1 か MIC 2 に接続します。 
 
USBPre2 の左側パネルに、1/4 インチの TRS バランスラインレベル用入力が２
つ、CD プレイヤーやカムコーダー、DVD プレイヤーなどのコンシューマレベル入
力用の Aux入力が２つもあります。 
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3.  ヘッドフォンの接続 
 
USBPre2 の右側面には、ローインピーダンスヘッドフォン用の３つのヘッドフォ
ンソケット（3.5mm と 1/4 インチ TRS）す。があります。 
 
 
ヘッドフォンを接続するには： 
 
 ヘッドフォンケーブルを、USBPre2 のどちらかのヘッドフォンソケットに接

続します。 
 
USBPre2 のヘッドフォン出力は、非常に大きな音量を出力する能力があり
ます。ヘッドフォンを装着している時は耳を傷めないようにヘッドフォン音量
の調整に気を配ってください。 

 
 

 
パワード・モニター 
 
接続のタイプによりますが、バランスのアナログ入力を持つパワード・モニターを USBPre2 の右側面に
ある Aux 出力(RCA コネクター)経由、または USBPre2 の背面にあるアクティブバランスの XLR 出力
経由で接続することができます。 
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4. インプットタイプの選択 
 
 
入力タイプを選択するには： 
 
1. レコーディングに使用したいインプットが選択されて LED が点灯するまで、USBPre2 のフロントパ

ネルにある入力ソース選択ボタンを何度か押します。 次図の例では、Input 1がMICに設定され、
Input 2は LINEに設定されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. もし、PRE メーターソース LED が点灯していなかったら、METER ソースボタンを押して PRE を点
灯させるとインプットレベルが LED メーターに表示されるようになります。 
 

3. アナログ入力ソースの場合、録音される入力に相当するゲインコントロールノブを調整してくださ
い。メーターには入力レベルが表示されます。 
 

インプットゲインコントロールは、デジタル入力レベルに影響しません。 
 
オーディオアプリケーションのプリファレンス設定で、USBPre2がオーディオの入力と出力のデバイスと
して選択されていることを確認してください。 設定の詳細については、そのアプリケーションのドキュメ
ントを参照ください。 USBPre2 に関する詳細な情報は、USBPre2 User Guide を参照ください。 
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保証書 
 
この度は、USBPre2 をお買い上げくださいましてありがとうございました。本製品は、当社の厳密な製
品検査に合格したものです。お客様の正常なご使用状態のもとで、ご購入後1年以内に万一製品上
の不備に基づく故障が発生した場合、本保証規定に従い故障箇所の修理をさせていただきます。お
買い上げの販売店にお持ちになるか直接当社に故障状況をご記入の上、保証カードと現品を添えて、
お送りください。（本保証カードは日本国内においてのみ有効です。） 
 
※ 但し、保証期間中においても、次の場合は有償修理になります。 
１． 本保証カードの提示がない場合 
２． 本保証カードの所定事項に未記入の箇所がある場合 
３． ご使用上の誤りによる故障および損傷、又は不当な修理調整、改造等をされた場合 
４． お買い上げ後の移動、落下等、お取り扱いが適切でないために、故障、損傷が生じた場
合 
５． 接続している他の機器に起因して、本製品に故障が生じた場合 
６． 火災、天災、地震、又は異常電圧による故障および損傷の場合 
 
 
 
 
 
 

故障状況： 
 
 
 
 
 
 

 
御購入日 
 

 
             年       月      日 

 
お客様 
 
 

お名前 
 
ご住所 
 
電話番号 
 

 
ご購入店 
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